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光光のの絆絆
増穂浦の増穂浦の
きらめききらめき
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９
月

　

９
月
1212
日
㈯
、
富
来
商
工
会
の
震

日
㈯
、
富
来
商
工
会
の
震

災
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
光
の
絆

災
復
興
イ
ベ
ン
ト
「
光
の
絆    

増
穂
浦

増
穂
浦

の
き
ら
め
き
２
０
２
６
」
が
開
催
さ

の
き
ら
め
き
２
０
２
６
」
が
開
催
さ

れ
、
増
穂
浦
の
美
し

れ
、
増
穂
浦
の
美
し
い
海
岸
や

い
海
岸
や
多
目
多
目

的
広
場

的
広
場
を
舞
台
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

を
舞
台
に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ

シ
ョ
ン
の
点
灯
、
ス
カ
イ
ラ
ン
タ

ンン®®

の
打
ち
上
げ
、
復
興
祈
念
の

の
打
ち
上
げ
、
復
興
祈
念
の

花
火
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

花
火
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
グ
ル
メ
や
特
産
品
が
並
ぶ

　

地
元
グ
ル
メ
や
特
産
品
が
並
ぶ

「
富
来
元
気
マ
ル
シ
ェ
」
や
、
和
太

「
富
来
元
気
マ
ル
シ
ェ
」
や
、
和
太

鼓
・
よ
さ
こ
い
・
富
来
音
頭
な
ど

鼓
・
よ
さ
こ
い
・
富
来
音
頭
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

  

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
震
災
復
興
を
祈
念
し
、
灯
り
に

の
震
災
復
興
を
祈
念
し
、
灯
り
に

願
い
を
込
め
て
地
域
に
希
望
を
届

願
い
を
込
め
て
地
域
に
希
望
を
届

け
る
た
め
に
企
画
さ
れ
、
会
場
は

け
る
た
め
に
企
画
さ
れ
、
会
場
は

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
盛
り
上
が

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。  

　

な
お
、
世
界
一
長
い
ベ
ン
チ
の

　

な
お
、
世
界
一
長
い
ベ
ン
チ
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
東
洋
大
・

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
東
洋
大
・

金
沢
大
学
の
学
生
や
老
人
会
な
ど

金
沢
大
学
の
学
生
や
老
人
会
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
設
置
。

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
設
置
。
1010
月月

3131
日
㈯
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

日
㈯
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。
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役
場
本
庁
舎
で
開
か
れ
た
懇
談
で

は
、
稲
岡
町
長
か
ら
山
野
知
事
へ
震
災

後
の
町
の
状
況
や
復
興
の
取
り
組
み
を

は
じ
め
、
県
か
ら
受
け
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
県
職
員
に
よ
る
海
岸
清
掃
や
業
務

改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
の
伴
走
支
援
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
の
派
遣
、
富

来
漁
港
近
く
に
漂
着
し
た
フ
ロ
ー
テ
ィ

ン
グ
ホ
ー
ス
の
撤
去
な
ど
、
現
場
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。 

　

町
内
視
察
で
は
、
能
登
金
剛
遊
覧

船
㈲
の
木
谷
茂
之
代
表
取
締
役
の
案

内
で
巌
門
遊
覧
船
に
乗
船
し
た
ほ

か
、
今
年
完
成
し
た
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
施
設
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
を
備

え
た
多
目
的
広
場
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　

次
に
、
㈱
日
進
月
歩
の
佐
藤
正
樹
代
表

取
締
役
の
案
内
で
、
赤
崎
地
区
の
古
民
家

宿
「
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
も
見
学
。
地
域
の
観

光
資
源
や
施
設
を
生
か
し
た
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

石川県の山野之義知事が市町を訪れ、現場の課題を直接聞き取る「いしかわ移
動知事室」が 8 月 18 日㈫、志賀町で開かれ、県と町が進める令和６年能登半
島地震からの創造的復興や、今後のまちづくりについて意見を交わしました。

道の駅とぎ海街道周辺の再整備について説明赤崎地区の古民家宿「TOGISO」を見学

復興と未来のまちづくりを語る

知事と一緒に ｉ
いなけんティービー

ｎａｋｅｎＴＶ /
/

 　

ま
た
、
人
口
減
少
や
若
者
の
町
外
流

出
を
踏
ま
え
、「
若
者
に
選
ば
れ
る
志
賀

町
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
。
Ｇ
Ｘ
産
業
団
地
な
ど
に
よ
る
働
く
場

の
創
出
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
、

関
係
人
口
の
創
出
な
ど
、
若
者
が
「
こ
こ

で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

　

さ
ら
に
、
道
の
駅
と
ぎ
海
街
道
周
辺

の
再
整
備
に
つ
い
て
、
観
光
客
が
地
域

に
滞
在
し
、
町
内
で
消
費
す
る
「
滞
在

型
観
光
」
へ
の
転
換
を
図
る
計
画
を
説

明
。
こ
の
ほ
か
、
主
要
地
方
道
深
谷
中

浜
線
の
早
期
完
全
復
旧
と
拡
幅
、
志
賀

高
校
の
魅
力
化
や
地
域
留
学
の
推
進
な

ど
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　

県
と
町
が
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
復
興

を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
っ
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
志
賀
町

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

巌門遊覧船に乗船

役場本庁舎での懇談

いしかわ移動知事室

富来漁港近くに漂着した長さ約150ｍ、推定300ｔの
フローティングホースを撤去した県に感謝を伝えた
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国土交通省  緊急災害対策派遣隊  T
テ ッ ク

EC-F
フ ォ ー ス

ORCE

　

８
月
27
日
㈭
の
大
雨
を
受

け
、
国
土
交
通
省
の
緊
急
災
害

対
策
派
遣
隊
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
」
が
、
町
が
管
理
す
る
河
川

の
被
災
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。 

　

Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
は
、
災
害

時
に
被
災
状
況
を
迅
速
に
調
査

し
、
自
治
体
の
復
旧
を
支
援
す

る
国
土
交
通
省
の
チ
ー
ム
で
す
。 

　

９
月
７
日
㈪
、
北
陸
地
方
整

備
局
の
調
査
員
４
人
が
稲
岡
町

長
を
訪
ね
、
調
査
結
果
を
報

告
し
ま
し
た
。
今
回
の
調
査

で
は
、
町
が
管
理
す
る
準
用

河
川
の
う
ち
、
６
河
川
（
大

神
宮
川
、
於
古
川
、
東
谷
内

川
、
杉
谷
内
川
、
菱
根
川
、
甘

田
川
）
の
調
査
を
実
施
。
調
査

の
結
果
、
特
に
菱
根
川
・
大
神

宮
川
で
著
し
い
被
災
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
他
の
川
も
復

旧
が
必
要
と
報
告
し
、
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
成
果
報
告

書
の
手
交
式
を
行
い
ま
し
た
。 

 　

稲
岡
町
長
は
「
今
回
の
豪
雨

で
、
家
屋
で
は
床
上
浸
水
10
件
、

床
下
浸
水
20
件
の
被
害
が
あ
っ

た
。
河
川
や
道
路
な
ど
の
被
災

も
多
く
報
告
が
上
が
っ
て
い
る
。

技
術
職
員
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
今
後
も
財
政
面
で
も
国
か

ら
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
の
復
旧
に
向

け
て
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令和８年８月 27日豪雨の被災状況調査結果報告

「秋のポイント倍増キャンペーン」

通　常

10/23（金）

問い合わせ【のとピッと事務局】（県デジタル推進監室）　☎076-225-1320

10:00 ～ 12:00
13:30 ～ 16:00

富来支所
志賀町役場

1施設 2P
×
3施設

3,000 歩以上

5,000 歩以上

8,000 歩以上

2P

3P

4P

4P

6P

8P
　＝

1施設 4P
×
3施設
　＝

1日 1日
 最大 6P  最大12P

～ 10月も「出張窓口」を開催！～

～ 11/30 通　常歩　数 ～ 11/30

ご好評を頂いた春のキャンペーンと同様、
QR読取・ウォーキングのポイントを倍増します！

期間

QR読取

開催日 時　間 会　場

ウォーキング

10月1日（木）～11月30日（月）

×２×２
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問い合わせ　子育て支援課　☎32-9122

10月1日から

主食を無償化！
3・4・5歳児も保育園の

「ごはん代」も町が応援。子育てに、もうひとつ安心を。

毎日の「食べる」を、子育て支援に。「食べる」

町では、子育て世帯の経済的な負担をさらに軽減するため、
10月1日から保育園・認定こども園の「主食」を無償化します。
これまでも保育園などにおける1・2歳児の主食（ごはん）
および副食費（おかず・おやつ）の無償化に取り組んできました。
今回、新たに「主食（ごはん）」も無償化することで、
主食＋副食を合わせた給食費を町が支援。
公立・私立を問わず、町内の保育園・認定こども園で「完全給食」を実施します。

子どもたちの健やかな成長を支える毎日の給食。
その負担を少しでも軽くすることも、
大切な子育て支援のひとつです。
志賀町はこれからも、
「ここで子育てしてよかった」と
感じてもらえるまちを目指し、
子育て世帯に寄り添った
取り組みを進めていきます。

10月から変わります！

無償これまで 副食費
（おかず・おやつ）

無償10月1日
から

主食（ごはん）

主食＋副食＝完全給食へ！主食＋副食＝完全給食へ！

公立・私立、
どちらも対象です。

上限額  これまで 10/1 から

オス   8,000 円    ➡ 11,000 円

メス 11,000 円    ➡  14,000 円

　町では、令和８年10月より石川県の事業を活用した新た
な助成制度を開始します。これまで予算額に達したため一

　物価高の影響を受けている町民および事業者を支援するため、国の「物価高騰対応
重点支援地方創生臨時交付金」を活用し、水道の基本料金を無償化します。（申請不要）

●対 象 者　すべての給水契約者（官公署を除く）

●対 象 期 間　令和８年10月請求分の１カ月（９月使用分）
●免 除 内 容　水道料金のうち基本料金およびメーター使用料

　　　　　※一般用、口径20㎜の場合：1,859円/ １カ月（１月当たり基本料金1,650円＋メーター使用料209円）

　　　　　※ 水道料金の超過料金、下水道使用料は免除対象外。

●地域水道補助  …  町の給水区域外における地域水道事業体については、基本料金相当額１カ月分の補助金
を交付します。詳しくは上下水道課まで問い合わせてください。

問 上下水道課　☎32-9241

問 生活環境課　☎32-1180

水道の基本料金を無償化（免除）します

飼い主のいない猫の
不妊・去勢支援事業がパワーアップ！

物 価 高 騰 支 援

時受付を停止していましたが、より手厚い
支援内容で生まれ変わりました！
　申請方法・利用の流れなどの詳細は、町
ホームページ（ 8503）を確認してください。

広報しか
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雨
蛙
フ
ロ
ン
ト
窓
に
ペ
ッ
タ
リ
と　
　
　

山
守　

宏
子

腕
白
の
黄
門
真
似
る
蛇
の
殻　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

お
盆
だ
よ
し
ん
せ
き
そ
ろ
い
に
ぎ
や
か
に

　

語
り
て
楽
し
今
日
一
日　
　
　
　
　
　

堀　
　

禮
子

友
有
り
て
グ
ル
ー
プ
作
業
十
余
年

　

体
が
資
本
も
う
す
ぐ
八
十
路
に　
　
　
　
　

光　

雄

背
丈
け
越
し
夏
草
繁
る
荒
れ
し
田
の

　

穂
の
実
つ
い
ば
む
す
ず
め
の
大
群　
　
　
　

志
津
江

祖
を
偲
び
我
在
る
ル
ー
ツ
辿
り
つ
つ

　

墓
地
参
道
の
夏
草
を
刈
る　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

微
風
を
肌
に
感
じ
て
落
葉
掃
く

　

猛
暑
過
ぎ
て
一
息
つ
い
た　
　
　
　
　
　
　

 

代　

子

朝
顔
や
朝
一
番
の
和
を
広
げ　
　
　
　
　

藤
川　

増
野

か
な
か
な
や
畑
仕
事
の
ひ
と
く
ぎ
り　
　

前
川
美
代
子

つ
や
帰
り
暫し

ば

し
眺
め
る
星
月
夜　
　
　
　

屋
敷　

香
陽

早
朝
や
一
人
占
め
を
り
牽

け
ん
ぎ
ゅ
う牛

花か　
　
　
　

安
田
紀
美
恵

八
十
余
年
懐か

い

こ古
に
仰
ぐ
星
月
夜　
　
　
　

松
本　

慶
子

聞
こ
え
て
る
戻
り
お
旅
の
遠と

う

だ

い

こ

太
鼓　
　

よ
し
へ
ひ
て
ふ

夜や

尿
に
ょ
う

苦く

ふ
き
と
ぶ
星
月
夜
パ
ノ
ラ
マ
で　

小
谷
内
ま
ち
子

能
登
は
今
復
興
最
中
冬
仕
度　
　
　
　
　

髙
岩　
　

満

星
月
夜
無
限
の
宇そ

ら宙
に
我
招
く　
　
　
　

新
澤　

和
子

安
ら
ぎ
は
晩
年
に
あ
り
露
天
に
月　
　
　

川
田
ま
さ
を

20歳の門出を祝い、大人としての自覚を促す機会
として「二十歳のつどい」を開催します。

◆日　時　令和９年 １月 10日 ㈰　11:00 ～

◆場　所　富来活性化センター

◆対　象　町内在住または出身の人で、今年度20
歳を迎える人（生年月日が平成18年４
月２日から平成19年４月１日までの人）

※10月下旬に案内を発送します。対象者で住民登録の住所もしくは実家の住所にも案内が届かない場合は連絡をお願いします。
※志賀町「二十歳のつどい」は対象者を代表する実行委員を中心に企画・運営します。

問 生涯学習課　☎32-9350

「文芸教室」に掲載する作品を募集しています。短歌、俳句、川柳については一首（一句）として、毎月 25日までに送付してください。（連絡先必須）
紙面の都合上、掲載できない場合もありますのでご了承ください。　■宛先 /〒 925­-０１９８　志賀町末吉千古 1-1　志賀町教育委員会 生涯学習課まで

　

投投  

稿稿
　　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

文

芸

室
教

　

富
来
俳
壇

富
来
俳
壇

【令和９年】志賀町二十歳のつどい

　

８
月
８
日
㈯
、
９
月
12
日
㈯
、
金
沢
美
術
工
芸

大
学
で
「
志
賀
町
デ
ザ
イ
ン
教
室
」
を
開
催
し
、

町
内
中
高
生
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
同
大
学
と
結
ん
だ
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
令
和
元
年
度
に
デ
ザ
イ
ン
教
室
を
開
催
し
、

そ
の
後
コ
ロ
ナ
禍
、
地
震
の
影
響
に
よ
り
中
止
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
よ
り
事
業
を
再
開
し
、

今
年
度
は
デ
ザ
イ
ン
教
室
（
金
工
・
陶
磁
）
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
教
室
は
、
金
工
（
彫
鍛
金
）
で
世
界

に
ひ
と
つ
だ
け
の
マ
イ
ス
プ
ー
ン
を
作
り
ま
し
た
。

２
回
目
の
教
室
は
、
陶
磁
皿
に
上
絵
付
を
し
ま
し

た
。
お
皿
に
自
分
の
好
き
な
絵
を
描
き
、
す
て
き

な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

金沢美術工芸大学連携協定事業

志賀町デザイン教室

広報しか
2026.10　
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今
年
で
39
回
目
を
迎
え
る
、
世
界
各
国
の
留

学
生
と
の
交
流
事
業
「
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。志
賀
町
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

２
カ
国
か
ら
２
人
の
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
対
面
式
を
行
い
、
21
日
の
体
験
交
流

で
は
、
カ
ネ
ヨ
醤
油
（
鹿
頭
）
で
の
醤
油
蔵
見

学
や
巌
門
で
遊
覧
船
を
体
験
し
、
志
賀
町
の
美

し
い
自
然
に
触
れ
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

22
日
は
、
終
日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆

さ
ん
と
交
流
を
深
め
、
23
日
の
お
別
れ
式
で
、

参
加
者
は
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
㈰
に
は
富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、

９
月
５
日
㈯
に
は
志
賀
町
役
場
で
日
本
人
＆

外
国
人
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
し
か
ま
ち
の
生
活
を
知
ろ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
１
回
目
は
「
季
節
の
飲
み
物
・
富

来
の
夏
祭
り
」
に
つ
い
て
、第
２
回
目
は
「
９

月
に
食
べ
る
季
節
の
お
菓
子
」
に
つ
い
て
、

日
本
語
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

外
国
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
住
民
と
対
話
す
る
貴
重
な
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
も
外
国
人
も
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
つ
く
る
た
め
に
、
日
本
語
で
交

流
し
、
お
互
い
の
文
化
を
知
り
、
理
解
し
合

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

10 月は「志賀町を知ろう！楽しもう！」をテーマに開催します。
ぜひお誘いあわせのうえ、ご参加ください。（無料  ０えん）

　 問 生涯学習課　☎0767-32-9350　　gakushu@town.shika.lg.jp

世界留学生交流・いしかわ 2026

【志賀町プログラム】　8/20 ㈭～ 8/23 ㈰

【志賀町の生活を知ろう！】　8/23 ㈰～スタート

カネヨ醤油で交流体験する留学生とホストファミリーの谷内さんと大島さん家族

醤油蔵見学 対面式

日本語教室（交流会）

国際交流事業

広報しか
2026.10
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